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定すると、図８bのようにｚ< 0 の領域ではイオン、電子両方の電流が観測されるが、ｚ> 0 では電
子飽和電流は大きく減少して、イオン電流の電子電流に対する比はきわめて大きくなる。一方、装置
の半径方向外側に設置したプローブBでは電子電流が支配的になる。適切な条件のもとでの電子・イ
オンの分離率は95％以上になり、カスプ磁場による電子とイオンの分離が実証された。また、低エネ
ルギイオンビームに速度変調を与えバンチングを起こさせた後、高周波進行波を作用させる実験を行
なって、進行波減速部の長さ１波長あたり約15％のエネルギ変換効率を得た。これにより４波長の長
さを採用すれば60％程度の高効率が期待できることが明らかになった。
５．おわりに
21世紀では、プラズマ応用技術もナノテクノロジにおける超微細加工ツールとして、あるいはプラ
ズマそのものをミクロにすることなどから新たな活路を見出していく必要がある。他方では、エコロ
ジ技術への適応も一つの方向であろう。そこでは、排ガスや廃棄物の処理という概念だけでなく、リ
サイクルを可能にする技術の開発が鍵となるであろう。また、エネルギ関連でも高効率で環境共生型
の技術展開を指向していくことが必要である。
図８ カスプ磁場型直接エネルギ変換器におけるa磁力線分布とbプローブAでの電子、
イオン飽和電流
